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(57)【要約】
　被験者の治療のための、利用者により活性化される自
己充足型の共パッケージされたイオントフォレーシス薬
剤送達システム及び使用方法が記載される。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の電極;
　第二の電極;
　第一及び第二の電極と電気的に接続している一体化された電流制御器；
　第一の導電性媒体及び治療用化合物を含む、第一の電極と位置を合わせて配置された第
一の導電性リザーバー；
　第二の導電性媒体を含む、第二の電極と位置を合わせて配置された第二の導電性リザー
バー；
　第一の電極と第一の導電性リザーバーの間に除去可能に配置された、第一の障壁シール
を形成する除去可能な障壁；並びに
　第一の電極、第一の導電性リザーバー、第二の電極、第二の導電性リザーバー、及び電
流制御器の周囲に配置された、下部覆い部と連結される上部覆い部を含む除去可能な保護
覆い；
　を含んでなる自己充足型の共パッケージされた使い捨て式イオントフォレーシス薬剤送
達システムであって、上部覆い部と下部覆い部が連結されて溝のある側壁部を形成し、そ
の中を貫通して除去可能な障壁が伸びている、前記イオントフォレーシス薬剤送達システ
ム。
【請求項２】
　除去可能な障壁がさらに、第二の電極と第二の導電性リザーバーの間に、除去可能に配
置された第二の障壁シールを形成する、請求項１に記載のイオントフォレーシス薬剤送達
システム。
【請求項３】
　第二の電極と第二の導電性リザーバーの間に、除去可能に配置された第二の障壁シール
を形成する第二の除去可能な障壁をさらに含む、請求項１に記載のイオントフォレーシス
薬剤送達システム。
【請求項４】
　除去可能な障壁が、第一の電極、第二の電極、電流制御器、第一の導電性リザーバー、
及び第二の導電性リザーバーを覆いの中に残したまま除去されるように設計されている、
請求項１～３のいずれか1項に記載のイオントフォレーシス薬剤送達システム。
【請求項５】
　第一の導電性媒体及び第一の電極が、除去可能な障壁層の除去後に互いに付着して電気
的な接触を形成するように設計され；かつ、第二の導電性媒体及び第二の電極が、除去可
能な障壁層の除去後に互いに付着して電気的な接触を形成するように設計されている、請
求項１～４のいずれか1項に記載のイオントフォレーシス薬剤送達システム。
【請求項６】
　上部覆い部が変形可能であり、除去可能な障壁層が除去された後、上部覆い部、下部覆
い部、又はその両方に力が加えられたときに、第一の導電性媒体を第一の電極と接触させ
るように設計されている、請求項１～５のいずれか1項に記載のイオントフォレーシス薬
剤送達システム。
【請求項７】
　第一の電極及び第二の電極に電流を供給するための、覆いの中に配置された少なくとも
一つの電池をさらに含む、請求項１～６のいずれか1項に記載のイオントフォレーシス薬
剤送達システム。
【請求項８】
　電流制御器、第一の電極、及び第二の電極を支持するための支持層をさらに含む、請求
項１～７のいずれか1項に記載のイオントフォレーシス薬剤送達システム。
【請求項９】
　第一の導電性媒体を受容するための第一の凹所及び第二の導電性媒体を受容するための
第二の凹所を有する受容層をさらに含む、請求項１～８のいずれか1項に記載のイオント
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フォレーシス薬剤送達システム。
【請求項１０】
　障壁層が、第一の導電性媒体と接するための少なくとも一つの非固着性部を有する、請
求項１～９のいずれか1項に記載のイオントフォレーシス薬剤送達システム。
【請求項１１】
　除去可能な障壁の、溝のある側壁部を貫通して伸びている部分が、保護壁の内側から保
護壁の外側へ伸びているタブを含む、請求項１～１０のいずれか1項に記載のイオントフ
ォレーシス薬剤送達システム。
【請求項１２】
　第一の導電性媒体がハイドロゲルを含む、請求項１～１１のいずれか1項に記載のイオ
ントフォレーシス薬剤送達システム。
【請求項１３】
　第一の導電性媒体がポリアミドを含む、請求項１～１２のいずれか1項に記載のイオン
トフォレーシス薬剤送達システム。
【請求項１４】
　治療用化合物がトリプタン化合物を含む、請求項１～１３のいずれか1項に記載のイオ
ントフォレーシス薬剤送達システム。
【請求項１５】
　トリプタン化合物がスマトリプタンである、請求項１４に記載のイオントフォレーシス
薬剤送達システム。
【請求項１６】
　下部覆いが、第一の導電性リザーバー及び第二の導電性リザーバーを支持する、請求項
１～１５のいずれか1項に記載のイオントフォレーシス薬剤送達システム。
【請求項１７】
　第一の電極及び戻り電極を含む電極領域；
　第一の電極及び第二の電極に供給される電流を調節するための電流制御器；
　第一の電極及び第二の電極を電流制御器と接続する回路；
　第一の電極と垂直に並んで配置された第一の導電性媒体、第二の電極と垂直に並んで配
置された第二の導電性媒体、及び第一の導電性媒体中に配置された溶液中の治療用化合物
を含む、治療用化合物領域；
　電極領域、電流制御器領域、回路、及び治療用化合物領域を実質的に取り囲む保護覆い
；
　覆いの外からアクセス可能な部分を有する、電極領域の一部を治療用化合物領域の一部
から分離する除去可能な障壁層；
　を含んでなる自己充足型の共パッケージされたイオントフォレーシス薬剤送達システム
であって、除去可能な障壁層が、電極領域、電流制御器、回路及び治療剤化合物を覆いの
中に残したまま除去されるように設計され、かつ、
　障壁層の除去の際に、第一の導電性媒体が第一の電極に付着して該電極と電気的に接触
し、第二の導電性媒体が第二の電極に付着して該電極と電気的に接触する、イオントフォ
レーシス薬剤送達システム。
【請求項１８】
　請求項１～１６のいずれか1項に記載のイオントフォレーシス薬剤送達システムを用い
て被験者に薬剤を投与することを含む、被験者の治療方法。
【請求項１９】
　請求項１４又は１５に記載のイオントフォレーシス薬剤送達システムを用いて被験者に
有効量のトリプタン化合物を投与することを含む、トリプタン応答性状態の治療のための
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本出願は、2010年11月23日に出願された米国仮出願番号第61/416623号に基づく優先権
を主張し、その明細書、図面、及び配列表を含む全体的な内容を、参照により本明細書に
組み込む。
【背景技術】
【０００２】
　イオントフォレーシス（iontophoresis）は、被験者の皮膚に対して電流を使用するこ
とによる被験者への化合物の投与方法であり、これにより化合物は被験者の皮膚を通して
経皮的に被験者に送達される。イオントフォレーシスは多くの場合、被験者の皮膚に配置
し得るパッチ等のイオントフォレーシス装置及び他の装置を用いて行われる。薬剤のイオ
ントフォレーシス送達は望ましいものと認められているが、市販の装置が一般に潜在的利
用者層のニーズを満たさないために、広くは使用されていない。かかる要求の例として、
貯蔵安定性（shelf-storage stability）、信頼性、及び使いやすさが挙げられる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明は、自己充足型の共パッケージされた（co-packaged）イオントフォレーシス薬
剤送達システムを提供する。該イオントフォレーシス薬剤送達システムは、第一の電極；
第二の電極；第一の電極と第二の電極の間の電流を調節するように設計された電流制御器
（例えば、マイクロプロセッサを含む電流制御器）；第一の導電性媒体及び治療用化合物
を保持する第一の導電性リザーバー；第二の導電性媒体及び任意にイオン源を保持する第
二の導電性リザーバー；第一の電極と第一の導電性リザーバーの間に除去可能に配置され
る、第一の障壁シールを形成する除去可能な障壁；第一の電極、第一の導電性リザーバー
、第二の電極、第二の導電性リザーバー、及び電流制御器を覆うための、下部覆い部と連
結可能な上部覆い部を有する覆い；を含んでなり、かつ上部覆い部と下部覆い部は連結し
て溝のある側壁部を形成し、その中を貫通して除去可能な障壁が伸びている。
【０００４】
　別の側面において、本発明は自己充足型の共パッケージされたイオントフォレーシス薬
剤送達システムを提供する。この実施形態におけるイオントフォレーシス薬剤送達システ
ムは、第一の電極及び戻り電極（return electrode）を含む電極領域；第一の電極及び第
二の電極に供給される電流を調節するための電流制御器；第一の電極及び第二の電極と電
流制御器をつなぐ回路；第一の電極と垂直に並んで配列される第一の導電性媒体、第二の
電極と垂直に並んで配列される第二の導電性媒体、及び第一の導電性媒体中に配置される
溶液中の治療用化合物を含む治療用化合物領域；電極領域及び治療用化合物領域を実質的
に取り囲む保護覆い;電極領域の一部と治療用化合物領域の一部とを分離する、覆いの外
から到達可能な部分を有する除去可能な障壁層；を含んでなり、かつ該除去可能な障壁層
は、電極領域と治療用化合物領域を覆いの中に残したまま除去されるよう設計され、かつ
障壁層の除去時に、第一の導電性媒体は第一の電極に付着し該電極と電気的に接触し、第
二の導電性媒体は第二の戻り電極に付着し該電極と電気的に接触する。
【０００５】
　さらなる実施形態では、本発明は少なくとも部分的に、本発明のイオントフォレーシス
薬剤送達システムを用いる被験者の治療法に関する。さらなる実施形態では、治療用化合
物、例えば送達される薬剤はトリプタン、例えばスマトリプタンであり、被験者は片頭痛
等のトリプタン応答性状態（triptan responsive state）を治療される。
【０００６】
　これら及び他の特徴並びに本明細書で開示されるメカニズム及び方法の利点は、以下の
詳細な説明と併せて添付の図面（異なる図を通して同じ参照番号が同じ要素を意味する）
を参照することにより完全に理解されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　図面は、本明細書で開示される装置及び方法の原理を図示し、一定の縮尺ではないが、
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相対的な寸法を示す。
【図１】図1Aは、本発明の一実施形態に従って、利用者に活性化される、代表的な自己充
足型の共パッケージされたイオントフォレーシス薬剤送達システムの上面図を示す。　図
1Bは、図1Aで描いた代表的なイオントフォレーシス薬剤送達システムの側面図を示す。
【図２】図2Aは、本発明の側面に従って、第一の電極、第二の電極、及び電流制御器を含
む、代表的なイオントフォレーシス薬剤送達システムの一部の断面側面図を示す。　図2B
は、図2Aで描いた部分の分解斜視図を示す。
【図３】図3Aは、本発明の側面に従って、折りたたまれていない除去可能な障壁の上面図
を示す。　図3Bは、本発明の一側面に従って、両方とも折りたたまれている除去可能な障
壁及び第二の除去可能な障壁の上面図を示す。　図3Cは、図3Bで描いた除去可能な障壁及
び第二の除去可能な障壁の側面図を示す。
【図４】図4Aは、本発明の側面に従って、第一の導電性リザーバー及び第二の導電性リザ
ーバーを支持する下部覆い部の上平面図を示す。　図4Bは、本発明の側面に従って、図4A
で描いた下部覆い部と共に、第一の導電性媒体を含む第一の導電性リザーバーを覆う除去
可能な障壁、及び第二の導電性媒体を含む第二の導電性リザーバーを覆う第二の除去可能
な障壁の上面図を示す。　図4Cは、図4Bで描いた下部覆い部、第一の導電性媒体を含む第
一の導電性リザーバー、及び第二の導電性媒体を含む第二の導電性リザーバーの側面図を
示す。
【図５－１】図5Aは、代表的な薬剤送達システムの初期状態の側断面図を示す。　図5Bは
、除去可能な障壁及び第二の除去可能な障壁を除去するために加える力を示している代表
的な薬剤送達システムの側断面図を示す。　図5Cは、除去可能な障壁及び第二の除去可能
な障壁を除去した後の、代表的な薬剤送達システムの側断面図を示す。
【図５－２】図5Dは、利用者が上部覆い部に力を加えた後の、代表的な薬剤送達システム
と共に、第一の導電性媒体と接触している第一の電極、及び第二の導電性媒体と接触して
いる第二の電極の側断面図を示す。　図5Eは、活性化された自己充足型の薬剤送達パッチ
を利用可能にするために下部覆い部を除去したときの、代表的な薬剤送達システムの側断
面図を示す。　図5Fは、被験者の皮膚に付けられた、活性化された自己充足型の薬剤送達
パッチの側断面図を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の実施形態は、使用の直前に、利用者、すなわち患者又は被験者によって活性化
されるように設計された自己充足型の共パッケージされたイオントフォレーシス薬剤送達
システムを含む。代表的な自己充足型の共パッケージされたイオントフォレーシス薬剤送
達システムの電極は、導電性媒体又は一以上の治療用化合物との接触による劣化から保護
される。これは例えば有効期間の延長につながり得るので、有利であり得る。代表的なイ
オントフォレーシス薬剤送達システムは、利用者によって簡単かつ確実に活性化され得る
。さらに、代表的なイオントフォレーシス薬剤送達システムは、調節された正確な有効量
の治療薬剤を利用者に提供する。
【０００９】
　本発明に係るイオントフォレーシスパッチは、本分野においてこれまでに知られたパッ
チと比べて、改善された貯蔵安定性、信頼性、及び使いやすさを有する。
【００１０】
　もし薬剤を含む製品が、通常の貯蔵条件下で安定でないならば、うまく商品化された製
品となる可能性は少ない。なぜなら、生産及び流通プロセスに必要な時間の間に製品の有
効期間のほとんどが尽きてしまうために、短い有効期間がほとんどの潜在的利用者にとっ
ての製品の実用性を制限するからである。したがって、貯蔵安定性の決定は、医薬品の監
督官庁による承認プロセスにおいて重要な部分である。もし貯蔵安定性に難があれば、監
督官庁による承認は保留され得る。
【００１１】
　イオントフォレーシス薬剤送達システムの電極は、時間の経過にともなって治療用化合
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物と化学的に反応し得、これは治療用化合物又は装置自身の劣化につながる。貯蔵安定性
の問題を防ぐために、文献に報告されているイオントフォレーシス薬剤送達システムの多
くは、使用の直前まで治療用化合物を電極と分けて保管することを必要とする（例えば、
米国特許第5,817,044号を参照）。含水条件での保管中に活性電極材料が物理的及び化学
的に変化しやすい傾向のためもあって、装置電極（例えば、電極及び電流制御器）は乾燥
（無水）条件で使用前まで保持され得る。
【００１２】
　イオントフォレーシス薬剤送達システムの幾つかの構成要素を別々に保管することは、
装置の使いやすさを低下させ、複雑性を生じさせ、装置の安全性及び信頼性を減少させ得
る。個々の投与形態における特定の薬剤の含量の正確さに関する監督官庁の要求も存在す
る。別々に保管される構成要素を有する装置は通常、利用者が薬剤を電極と接しているリ
ザーバーに加え、使用の前にリザーバーを含水させる事を必要とする。比較的制御されな
い条件で薬剤を装置に加えることを利用者に任せるかかる操作は、不適切な投薬を引き起
こし得る。
【００１３】
　本発明の実施形態は、使用の前に、例えば患者、介護人、又は被験者によって確実かつ
簡単に活性化されるように設計された自己充足型の共パッケージされたイオントフォレー
シス薬剤送達システムを含む。代表的な薬剤送達システムは、使用前は電極を、導電性媒
体を含む導電性リザーバーから密閉して分離している。幾つかの実施形態では、代表的な
薬剤送達システムは、使用前は電極を、導電性媒体及び治療用化合物を含む導電性リザー
バーから密閉して分離している。幾つかの実施形態では、代表的な薬剤送達システムはま
た、使用前は電極を、導電性媒体及びイオン源を含む導電性リザーバーから密閉して分離
している。代表的なシステムは、第一の電極、第二の電極、電流制御器、導電性媒体及び
治療用化合物を含む第一の導電性リザーバー、並びに導電性媒体を含む第二の導電性リザ
ーバーを保護覆いの中に残したまま、利用者によって活性化されるように設計されている
。さらなる実施形態では、電流制御器はパッチの出力レベルを調節すための適切なコード
、例えばファームウェアコードを有するマイクロプロセッサを含む。
【００１４】
　システムが活性化された後、保護覆いを開き、組み立てられた自己充足型のイオントフ
ォレーシス薬剤送達パッチを被験者に貼付し得る。代表的な自己充足型のイオントフォレ
ーシス薬剤送達システムは、第一の導電性媒体、第二の導電性媒体、イオン源及び／又は
治療用化合物との長い接触を防ぐことにより、第一の電極若しくは第二の電極又はその両
方の劣化を防ぎ、それによりシステムの有効期間を延長する。活性化の間、イオントフォ
レーシス薬剤送達パッチの構成要素は、利用者を治療用化合物、電極、及び電流制御器か
ら保護し、治療用化合物、電極、及び電流制御器を利用者から保護する保護覆いの中に残
っている。代表的な自己充足型のイオントフォレーシス薬剤送達パッチは、電極を導電性
リザーバーに電気的に接触させるのに、利用者が障壁を強く引く（及び幾つかの実施形態
では、覆いの上部を押し付ける）事しか必要としない。
【００１５】
　本発明の一つの利点は、利用者と治療用化合物、例えば薬剤との不必要な接触が最小化
されるということである。薬剤はリザーバー及び覆い中に密閉されており、障壁を除去す
る（及び幾つかの実施形態では、覆いの上部を押し付ける）ことにより活性化されるので
、利用者による薬剤との不必要な接触は最小化される。さらに、薬剤がリザーバーに前も
って加えられているので、過剰投与を防ぐための最大投与量はあらかじめ決定されている
。
【００１６】
　本発明の代表的な実施形態を記載する前に、本明細書で用いられる幾つかの用語を定義
する。
【００１７】
　用語「治療用化合物」は、経皮的に又はイオントフォレーシスの使用により、被験者に
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治療有効量で投与することができるあらゆる化合物を含む。本発明で用いる治療用化合物
は、薬剤又は他の生物活性剤であり得る。治療用化合物の例として、限定されるものでは
ないが、鎮痛薬、麻酔薬、抗関節炎薬、抗炎症薬、抗片頭痛薬、心血管活性薬（cardiova
scularly active drug）、禁煙薬、ホルモン、非ステロイド性抗炎症剤、降圧剤、鎮痛剤
、抗うつ剤、抗生物質、抗がん剤、局所麻酔薬、制吐薬、抗感染症薬、避妊薬、抗糖尿病
剤、ステロイド、抗アレルギー剤、禁煙剤、又は抗肥満剤が挙げられる。治療用化合物の
例として、限定されるものではないが、ニコチン、アンドロゲン、エストロゲン、テスト
ステロン、エストラジオール、ニトログリセリン、クロニジン、デキサメタゾン、ウイン
ターグリーン油、テトラカイン、リドカイン、フェンタニル、スフェンタニル、アルフェ
ンタニル、プロゲステロン、インスリン、ビタミンA、ビタミンC、ビタミンE、プリロカ
イン、ブピバカイン、スコポラミン、ジヒドロエルゴタミン、及びそれらの薬学的に許容
可能な塩が挙げられる。さらなる実施形態では、治療剤はトリプタン化合物、例えばスマ
トリプタン、アルモトリプタン、ゾルミトリプタン、リザトリプタン、ナラトリプタン、
又はそれらの組み合わせである。
【００１８】
　用語「有効期間」は、（治療用化合物を加えた）イオントフォレーシス薬剤送達システ
ムが環境温度及び湿度水準において使用しないままで、化合物又は装置の劣化を伴わずに
まだその所望の機能（例えば被験者を治療するために治療用化合物を投与すること）を果
たすのに使用され得る期間を含む。自己充足型のイオントフォレーシス薬剤送達システム
の「有効期間」は、一か月以上（例えば、少なくとも3か月、少なくとも6か月、少なくと
も1年、少なくとも18か月、少なくとも2年、少なくとも3年、少なくとも4年等）であり得
る。幾つかの実施形態では、本発明の自己充足型の装置は、少なくとも2年間安定である
。
【００１９】
　本明細書で用いる用語「活性化」、「活性化する」、「活性化される」等は、例えば電
極とリザーバーの間の障壁の除去による、一方又は両方の電極の、一方又は両方のリザー
バーへの電気的接続を意味する。幾つかの実施形態では、障壁の除去は、それ自身で、電
極とリザーバーを電気的に接続する。幾つかの実施形態では、電極とリザーバーはまた、
電気的に接続させるために、例えば装置を下に押すことによって手動で接触させなければ
ならない。「活性化」は、治療剤の送達を開始するための（例えば、手動でボタンを押す
こと及び／又は皮膚への貼付により回路を完成させることによる）装置の動力供給を意味
しない。
【００２０】
　用語「被験者」は、本発明の方法及び装置によって治療可能であり得る動物（例えば、
哺乳類、例えばネコ、イヌ、ウマ、ブタ、ウシ、ヒツジ、齧歯類、ウサギ、リス、クマ、
及び霊長類（例えばチンパンジー、ゴリラ、及びヒト））を含む。
【００２１】
　用語「治療される」、「治療する」又は「治療」等は、治療的な及び／又は予防的な処
置を含む。「治療」は少なくとも一つの症状の減弱、軽減、又は状況若しくは状態の完全
な根絶を含む。
【００２２】
　さらなる実施形態では、治療剤はトリプタン化合物であり、治療される状態はトリプタ
ン化合物応答性状態、例えばトリプタン化合物の投与によって治療され得る状態である。
トリプタン化合物応答性状態として、アルモトリプタン応答性状態、ゾルミトリプタン応
答性状態、リザトリプタン応答性状態、スマトリプタン応答性状態、及びナラトリプタン
応答性状態が挙げられる。「トリプタン化合物応答性状態」はまた、片頭痛、（前兆を伴
う、又は伴わない）家族性片麻痺片頭痛、慢性発作性頭痛、群発頭痛、片頭痛（migraine
 headaches）、脳底片頭痛（basilar migraines）、及び自律神経症状を伴う非定型頭痛
を含む。
【００２３】
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　本明細書で用いる用語「導電性リザーバー」は、例えば導電性媒体を（単独で、又は一
以上の治療用化合物、イオン源及び他の材料と一緒に）含むか、あるいは保持するリザー
バーを意味する。本明細書の実施形態及び図に関して用いる「導電性リザーバー」はリザ
ーバー及び導電性媒体の両方を含むことを意味する。用語「リザーバー」は、導電性媒体
が保持される区画又は窪みを意味する。さらなる成分、例えば一以上のイオン源及び／又
は治療用化合物が、リザーバーによって保持され得る。リザーバー自身は、導電性でも非
導電性でもあり得る。幾つかの実施形態では、リザーバーは非導電性である。導電性媒体
は本明細書でより詳細に記載するもののいずれでもあり得る。
【００２４】
　本明細書で用いる用語「イオン源」は、荷電した化学種の供給源を意味する。かかる供
給源の例として、例えば塩、電解質、及び／又は荷電した治療用化合物が挙げられる。代
表的なイオン源として、塩化ナトリウム等のナトリウム塩及びカリウム塩が挙げられる。
かかる荷電した物質は、例えば水溶液中に存在し得る。
【００２５】
　本明細書で開示する装置の構造、機能、製造、及び使用、並びに方法の原理についての
総合的な理解を提供するために、幾つかの代表的な実施形態を以下に記載する。これらの
実施形態の一以上の例は、添付の図面に図示される。当業者は、本明細書で具体的に記載
され、添付の図面において図示される装置、システム、及び方法が非限定的で代表的な実
施形態である事、並びに本発明の範囲が特許請求の範囲によってのみ定義される事を理解
するだろう。一つの代表的な実施形態について図示され、又は記載される特徴は、他の実
施形態の特徴と組み合され得る。そのような修正及び変更は、本発明の範囲内に含まれる
ことが意図されている。
【００２６】
　図1A及び図1Bは、本発明の側面に従って、利用者により活性化される自己充足型の共パ
ッケージされたイオントフォレーシス薬剤送達システム10の代表的な実施形態を図示する
。幾つかの実施形態では、装置は電極とリザーバーの間の除去可能な障壁の除去により活
性化される。他の実施形態では、装置は除去可能な障壁の除去、及びその後の保護覆い（
61a）の上部に加える圧力によって活性化される。その後装置は、保護覆いから取り外さ
れ得、治療剤の送達の為に体に付けられ得る。図1Bでは幾つかの厚みを図示のため誇張し
ている。図1Bの側断面図によって描かれるように、イオントフォレーシス薬剤送達システ
ム10は第一の電極22、及び戻り電極であり得る第二の電極24を含む。本発明の一実施形態
では、電極22及び24は丸型、円形、又は被覆されたワイヤーである。さらなる実施形態で
は、ワイヤーは亜鉛又は銀（例えば、銀／塩化銀）で被覆され得る。幾つかの実施形態で
は、一つの電極、例えば陽極は亜鉛電極であり、もう一方の電極、例えば陰極は銀／塩化
銀電極である。
【００２７】
　別の実施形態では、電極22及び24は、さらにポリエステルフィルム（29）、例えば2軸
配向されたポリエチレンテレフタレートポリエステルフィルム、例えばMylar（登録商標
）ポリエステルフィルム（DuPont）又はAUTOSTAT CT3ポリエステルフィルム（MacDermaid
）を含む。かかるフィルムは、その薄さ及び柔軟性の点で、有利な材料である。電極は、
例えば銀／塩化銀を含む導電性インクを用いて、かかるフィルムにスクリーン印刷され得
る。該フィルムはさらに、電気絶縁を提供するために誘電被覆を含み得る。
【００２８】
　一実施形態では、電極は、例えば粘着剤又は他の貼付手段（32）を用いて、装置の本体
及び／又は被験者の体に張り付けられ得る。幾つかの実施形態では、接着剤、オーバーテ
ープ、又は固定テープが電極を張りつけるために用いられ得る。幾つかの実施形態では、
粘着剤又は他の貼付手段は導電性である。他の実施形態では、粘着剤又は他の貼付手段は
非導電性である。好適な粘着剤として、3Mから入手可能な1504 Transfer AdhesiveTMが挙
げられる。さらに又は代わりに、電極は、様々な層の間に挟み込むことによって装置内に
固定され得、及び／又は電極を受容するように及び／又は支持するように設計された構成
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要素、例えば裏打ち層（backing layer）及び／若しくはフォームリング（foam ring）に
よって定められる孔若しくは凹部内に固定され得る。
【００２９】
　さらなる実施形態では、構成要素はポリエステルフィルムに直接貼り付けられ得る。構
成要素の例として、限定されるものではないが、マイクロプロセッサ及び電池が挙げられ
る。構成要素は接着剤、はんだ、又はタブで貼り付けられ得る。電池は例えば、1又は2の
3ボルトコイン型リチウム電池（coin cell lithium battery）であり得る。
【００３０】
　システムは第一の電極22と第二の電極24の間の電流を調節するように設計された電流制
御器26もまた含む。該電流制御器は、ドームスイッチ等のスイッチを含み得る。カバード
ーム25は、電流制御器に保護及び絶縁を提供し得る。該電流制御器は装置に「一体化」さ
れており、例えば他の装置に対し、取り外して再利用することはできない。幾つかの実施
形態では、その適切な使用後に利用者が、例えば装置に残った薬剤を送達するために動力
を再供給（再充電）できない使い捨ての電流制御器である。該システムはさらに第一の導
電性媒体42a及び治療用化合物46を含む第一の導電性リザーバー42、並びに第二の導電性
媒体44aを含む第二の導電性リザーバー44を含み、これはイオン源を保持し得る。使用の
際第一の電極22に供給された電流は、治療用化合物46を第一の導電性媒体42aから第一の
導電性媒体42aと接している患者の部分へ送る。電流は第二の導電性媒体44aと接している
患者の部分を通って第二の電極24へ戻る。第二の導電性リザーバー44又は第二の導電性媒
体44aは、第二の治療用化合物及び／又は治療用化合物46と反対電荷を有するイオン源48
を含み得る。図2bに示されているフォームリング34は、導電性媒体を導電性リザーバー中
で正しい位置に保持するために用いられ得る。該フォームリングはさらに、電極の陽極及
び陰極を分離した状態に保ち得る。
【００３１】
　除去可能な障壁52は、第一の電極22と第一の導電性媒体42aの間に、除去可能に配置さ
れる第一の障壁シールを形成する。第二の除去可能な障壁54は、本発明の側面に従って、
図に示されているように第二の電極24と第二の導電性媒体44aの間に除去可能に配置され
る第二の障壁シールを形成し得る。代わりに、除去可能な障壁は第二の電極24と第二の導
電性媒体44aの間に、除去可能に配置される第一の障壁シール及び第二の障壁シールの両
方を形成し得る。一実施形態では、除去可能な障壁は、箔を含む。前記の通り、治療用化
合物46を含む第一の導電性媒体42aと第一の電極22との長い接触は、第一の電極22、治療
剤又はその両方の劣化を引き起こし得る。第一の障壁シールを形成する除去可能な障壁52
は、治療用化合物46を含む第一の導電性媒体42aが第一の電極22と接触することを防ぎ、
これにより水の移動を防ぐ。第一の導電性媒体42aを第一の電極22から、密閉した障壁に
よって分離（「密閉して分離」）すること、及び第二の導電性媒体44aを第二の電極24か
ら密閉して分離することで、イオントフォレーシス薬剤送達システム10は、有効性及び信
頼性を保ち、これはより長い有効期間をもたらす。
【００３２】
　該システム10はまた、第一の電極22、第二の電極24、電流制御器26、第一の導電性媒体
42aを含む第一の導電性リザーバー42、及び第二の導電性媒体44aを含む第二の導電性リザ
ーバー44を覆うための覆い（60a及び60b）もまた含む。該覆いは、下部覆い部60bと連結
可能な上部覆い部60aを有する。上部覆い部60a及び下部覆い部60bは連結されて溝のある
側壁部61aを形成し、その中を貫通して除去可能な障壁52が伸びている。同様に、本発明
の側面に従って、上部覆い部60a及び下部覆い部60bは、図に示されているように第二の溝
のある側壁部61bを形成し得、その中を貫通して第二の除去可能な障壁54が伸びている。
除去可能な障壁層の覆いの外側に伸びている部分は、利用者が覆いを開くことなく除去可
能な障壁層52（及び／又は第二の除去可能な障壁54）にアクセスすることを可能とする。
除去可能な障壁52（及び／又は第二の除去可能な障壁54）は、第一の電極22、第二の電極
24、電流制御器26、第一の導電性媒体42aを含む第一の導電性リザーバー42及び第二の導
電性媒体44aを含む第二の導電性リザーバー44を覆いの中に残したまま、除去されるよう



(10) JP 2013-543773 A 2013.12.9

10

20

30

40

50

に設計される。除去可能な障壁52の、溝のある側壁部61aを貫通して伸びている部分は、
第一のタブ52aの形態であり得る。同様に、第二の除去可能な障壁54の、溝のある側壁部6
1bを貫通して伸びている部分は、第二のタブ54aの形態であり得る。利用者は、第一の電
極22、第二の電極24、電流制御器26、第一の導電性媒体42aを含む第一の導電性リザーバ
ー42、及び第二の導電性媒体44aを含む第二の導電性リザーバー44にアクセスすることな
く、第一のタブ52a及び第二のタブ54bを引くことで障壁層52及び第二の障壁層54を除去し
得、これにより自己充足型のイオントフォレーシスパッチの構成要素を覆い（60a及び60b
）の中に残したまま、自己充足型のイオントフォレーシスパッチを組み立てることが可能
となる。
【００３３】
　図2A及び2Bは、ドーム25の下に存在し得る第一の電極22、第二の電極24、及び電流制御
器26を含む、代表的な自己充足型のイオントフォレーシス薬剤送達システム10の一部を図
示する。図2Aに描いた側断面図では、幾つかの厚みを図示のため誇張している。第一の電
極22及び第二の電極24は、イオントフォレーシス薬剤送達システム10の電極領域として記
載され得る。イオントフォレーシス薬剤送達システム10は、電流制御器26、第一の電極22
、及び第二の電極24に電流を提供するための少なくとも一つの電池28を含み得る。電流制
御器26は、少なくとも一つの電池28、第一の電極22、及び第二の電極24に回路27によって
電気的に接続され得る。本発明の側面に従って、回路27、第一の電極22、及び第二の電極
24は、図に示されているように電極支持層（例えばポリエステルフィルム）29上に配置さ
れ得る。
【００３４】
　本発明の側面に従って、電流制御器26、第一の電極22及び第二の電極24は、裏打ち層32
によって支持され得る。電極支持層29は、裏打ち層32に貼り付けられ得る。イオントフォ
レーシス薬剤送達システム10は、第一の導電性リザーバー42を受容するよう設計される第
一の凹部35a及び第二の導電性リザーバー44を受容するよう設計される第二の凹部35bを有
する受容層34もまた含み得る。さらなる実施形態では、裏打ちは、限定されるものではな
いが、布、ガーゼ、プラスチック、及びレーヨンなどの材料を含む。幾つかの実施形態で
は、裏打ちは少なくとも部分的に（例えば裏打ちの、利用者の皮膚に接触する部分は）粘
着性である。
【００３５】
　図3Aは折りたたまれていない除去可能な障壁52の上面図を示す。除去可能な障壁52は、
前記の通りタブ部52aを含み得る。除去可能な障壁52はさらに、第一の電極22に面する直
線部52b及び第一の導電性媒体42aを含む第一の導電性リザーバー42に面する不浸透性部52
cを含み得る。直線部52bと不浸透性部52cは、折りたたみ線52dにより分離され得る。第一
の電極22に面する直線部52bの表面は、最小の摩擦抵抗で除去することを可能とする低い
摩擦係数を有し得る。第一の導電性リザーバーに面する不浸透性部52cの表面は、導電性
媒体42a及び第一の導電性リザーバー42中の治療用化合物46に対して不浸透性である。除
去可能な障壁52は、除去可能な障壁52が取り除かれるときの第一の導電性リザーバー42と
の摩擦力を最小化するために、第一の導電性リザーバー42及び第一の導電性媒体42aに面
する非固着性（non-stick）部53もまた含み得る。幾つかの実施形態では、除去可能な障
壁全体が不浸透性かつ非固着性の障壁である。他の実施形態では、除去可能な障壁の、限
定されるものではないが、例えば電極及び／又はリザーバーと接触している部分のような
部分のみが不浸透性かつ非固着性である。
【００３６】
　図3B及び3Cは、（図3Aに描いた）折りたたみ線52dに沿って折りたたんだ除去可能な障
壁52及び折りたたんだ第二の除去可能な障壁54を示す。図3Cでは、幾つかの厚みを図示の
ため誇張している。除去可能な障壁52と同様に、第二の除去可能な障壁54は、前記の通り
覆い（60a及び60b）の外から第二の障壁54にアクセスするためのタブ部54aを含み得る。
同様に、第二の除去可能な障壁54は、第2の電極24に面し低い摩擦係数を有する表面を有
する直線部54bを含み得、かつ第二の導電性媒体44aを含む第二の導電性リザーバー44に面
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し、第二の導電性媒体44aに対して不浸透性である表面を有する不浸透性部54cを含み得る
。第二の除去可能な障壁54は、第二の導電性リザーバー44及び第二の導電性媒体44aに面
する非固着性部55もまた含み得る。
【００３７】
　図4Aは、本発明の側面に従って、第一の導電性媒体42aを含む第一の導電性リザーバー4
2及び第二の導電性媒体44aを含む第二の導電性リザーバー44を支持する下部覆い部60bの
上面図を示す。第一の導電性リザーバー42は、第一の導電性媒体42a、例えばレーヨン等
の不織布パッドを含み、治療用化合物46を保持する。治療用化合物は、例えば水溶液とし
て、例えば不織布パッド中に分散させ得る。第二の導電性リザーバー44は、本発明の側面
に従って、第二の導電性媒体44a、例えばレーヨン等の不織布パッドを含み、第二の治療
用化合物48もまた保持し得る。
【００３８】
　用語「トリプタン化合物」は、トリプタン化合物、誘導体、及び塩を含む。用語「トリ
プタン化合物」は、2-(1H-インドール-3-イル)-N,N-ジメチルエタンアミン部分を含む化
合物もまた含む。トリプタン化合物の例として、限定されるものではないが、アルモトリ
プタン、フロバトリプタン、エレトリプタン、ゾルミトリプタン、リザトリプタン、スマ
トリプタン、ナラトリプタン及びそれらの薬学的に許容可能な塩が挙げられる。
【００３９】
　本発明の実施形態において用いられ得るトリプタン化合物の薬学的に許容可能な塩の例
として、限定されるものではないが、塩化物、臭化物、ヨウ化物、硫酸塩、リン酸塩、乳
酸塩、クエン酸塩、酒石酸塩、サリチル酸塩、コハク酸塩、マレイン酸塩、グルコン酸塩
、メシレート、ラウレート、ドデシレート、ミリステート、パルミテート、ステアレート
、ココノエート（coconoate）、ベヘネート（behinate）、オレエート、リノレエート（l
inoleate）、リノレネート（linolenate）、エイコサペンタエノエート、エイコサヘキサ
エノエート、ドコサペンタエノエート、ドコサヘキサエノエート、エイコサノイド等が挙
げられる。さらなる実施形態では、トリプタン化合物は、スマトリプタンコハク酸塩であ
る。ある実施形態では、トリプタン化合物の塩は、パッチの他の構成要素、例えば金属電
極と反応しないように、選択され得る。ある実施形態では、該塩は本発明のパッチの金属
成分と接触するときに、相当量の不溶性残渣を形成しないように選択され得る。
【００４０】
　第一の導電性リザーバー42及び／又は第二の導電性リザーバー44は、代表的な実施形態
に従って、例えば導電性媒体として不織布パッド中に分散されるか、さもなければリザー
バー中に含まれる、ハイドロゲル及び／又はポリアミンを含み得る。したがって、第一の
導電性媒体42a及び／又は第二の導電性媒体44aは、ハイドロゲルであり得る。用語「ハイ
ドロゲル」は、可溶性のポリマー鎖を含む物質を含む。ハイドロゲルの基礎となるかかる
ポリマーの例として、ポリアクリレート、ポリイソブチレン、ポリイソプレン、スチレン
－ポリブチレン－スチレンブロックコポリマー、ポリシロキサン、ポリウレタン、及びそ
れらの組み合わせが挙げられる。ハイドロゲルは一以上のコロイドゲルの形態であり得る
。ハイドロゲルの例として、限定されるものではないが、ガム、アルギネート、アルキル
又はヒドロキシアルキルアルキルセルロース、カルボキシメチルセルロース、ガム寒天、
ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース（HPMC）、ローカス
トビーンガム（locust bean gum）、ペクチン、ポリアクリルアミド、ポリエチレングリ
コール、ポリ（エチレンオキシド）、ポリ（プロピレンオキシド）、ポリビニルアルコー
ル、ポリビニルピロリドン（PVP）、ポリ（アクリル酸）及びそれらの組み合わせが挙げ
られる。ハイドロゲルは、水性媒体もまた含み得る。水性媒体は、本発明の化合物のイオ
ン輸送を妨げないように及び／又は高いイオン電導度を有するように選択され得る。
【００４１】
　第一の導電性リザーバー42は、導電性媒体としてポリアミンを含み得る。例えば幾つか
の実施形態では、第一の導電性リザーバーは導電性媒体として不織布パッド中に加えたポ
リアミンを含む。用語「ポリアミン」は特に、少なくとも二つの正荷電基、好適には第一
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級アミノ基、第二級アミノ基、及び第三級アミノ基を含む群から選択されるアミノ基を有
するカチオン性有機化合物を含む。本発明は、例えばピロリジノ、ピペリジノ、又はモル
フォリノ基を含むポリアミンもまた含む。一般に、本発明に従って用いられるポリアミン
は、好適には水又は水性溶媒に溶解したときに二以上の正電荷を含むポリマー又は高分子
である多価電解質を含む。
【００４２】
　さらなる実施形態では、用語「ポリアミン」は、二以上の第一級アミノ基を有する有機
化合物を含む。例として、プトレシン、カダベリン、スペルミジン、及びスペルミンが挙
げられる。他のポリアミンとして、サイクレン及び他の環状ポリアミンが挙げられる。ポ
リマーポリアミンの例として、アジリジンモノマーに基づくポリマー、例えばポリエチレ
ンアミンが挙げられる。
【００４３】
　本発明の一実施形態に従って、ポリアミンはアクリレートコポリマー、メタクリレート
コポリマー、アルキル化アクリレートコポリマー、及びアルキル化メタクリレートコポリ
マーを含む群から選択され得る。これらのコポリマーは、先に定義した二以上のアミノ基
を含む。
【００４４】
　幾つかの実施形態では、第一の導電性リザーバー42は治療用化合物46を含む。第一の導
電性リザーバー42は、治療用化合物46を含む溶液を保持し得る。該溶液は導電性媒体42a
であり得る。幾つかの実施形態では、該溶液は不織布パッド中に加えた導電性媒体である
。用語「溶液」は、治療用化合物46の水溶液、及び有機溶媒を含む治療用化合物46の溶液
の両方を含む。溶媒は、治療化合物46、第一の導電性リザーバー、及びイオントフォレー
シス技術に対して適合性があるべきである。本発明において使用するための溶液の例とし
て、ハイドロゲル及び／又はポリアミドと適合性のある溶液、及び被験者へ化合物を送達
するためのイオントフォレーシスのために用いられ得る溶液が挙げられる。
【００４５】
　図4B及び図4Cは、本発明の側面に従って、図4Aで描いた下部覆い部60bと共に、第一の
導電性媒体42aを含む第一の導電性リザーバー42を覆う除去可能な障壁52及び第二の導電
性媒体44aを含む第二の導電性リザーバー44を覆う第二の除去可能な障壁54を図示する。
図4Cの側断面図で描いたように、下部覆い部60bは、第一の導電性媒体42aと接する非固着
性部62及び第二の導電性媒体44aと接する第二の非固着性部64を含み得る。
【００４６】
　図5A～図5Fは、使用中の代表的な自己充足型の共パッケージされたイオントフォレーシ
ス薬剤送達システム10を図示する。図5Aで描いたように、最初第一の電極22は、第一の障
壁シール72を形成する除去可能な障壁52によって、第一の導電性媒体42aを含む第一の導
電性リザーバー42から分離されている。第一の導電性リザーバー42及び第一の導電性媒体
42aは、代表的な実施形態の側面に従って示されるように、除去可能な障壁52と下部覆い
部60bとの間に密閉され得る。第二の電極24は、第二の障壁シール74を形成する第二の除
去可能な障壁54によって、第二の導電性媒体44aを含む第二の導電性リザーバー44から分
離されている。第一の障壁シール72及び第二の障壁シール74は、第一の電極22、第二の電
極24、及び治療用化合物46の、電極と導電性媒体との接触による劣化を防ぐことによって
、イオントフォレーシス薬剤送達システム10の有効期間を延長する。利用者は、矢印82で
示すように除去可能な障壁のタブ部52aと、矢印84で示すように除去可能な障壁のタブ部5
4aの両方を、同時に（又は実質的に同時に）引くことでシステムの活性化を開始し得る。
【００４７】
　図5Bは、除去可能な障壁52を、溝のある側壁部61aを通して覆い（60a及び60b）の外へ
引き抜き、第一の障壁シール72を破き、第一の導電性リザーバー42及び第一の導電性媒体
42aを露出させた時の、イオントフォレーシス薬剤送達システムを図示する。連続して、
共に、又は同時に、第二の除去可能な障壁54を、第二の溝のある側壁部61bを通して覆い
（60a及び60b）の外へ引き抜き、第二の障壁シール74を破き、第二の導電性リザーバー44
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及び第二の導電性媒体44aを露出させる。図5Cは、除去可能な障壁52及び第二の除去可能
な障壁54の両方を除去した後のイオントフォレーシス薬剤送達システム10と共に、第一の
導電性媒体42aと面する第一の電極22及び第二の導電性媒体44aと面する第二の電極24を図
示する。示されるように、受容層34の第一の凹所35aは第一の導電性媒体42aを受容するよ
うに設計され、受容層34の第二の凹所35bは第二の導電性媒体44aを受容するように設計さ
れる。図5Cでは、説明のため、除去可能な障壁52及び第二の除去可能な障壁54の除去後に
、受容層34と第一の導電性媒体42aの間、及び受容層34と第二の導電性媒体44aの間に隙間
が存在する。除去可能な障壁52及び第二の除去可能な障壁54が除去されるときに受容層34
に加えられる力は、受容層34を、第一の導電性媒体42a（例えば、第一の導電性媒体を含
む層）及び第二の導電性媒体44a（例えば、第二の導電性媒体を含む層）と接触させ得る
。幾つかの実施形態では、受容層はフォームリングである。
【００４８】
　図5Dでは、矢印86で示されるように、力が上部覆い部60aに加えられ、第一の電極22と
第一の導電性媒体42aの間、及び第二の電極24と第二の導電性媒体44aの間の物理的及び電
気的な接触を引き起こす。幾つかの実施形態では、第一の電極22と第一の導電性媒体42a
の間、及び第二の電極24と第二の導電性媒体44aの間の電気的接触を生じさせるために、
力はさらに、又は代わりに下部覆い部60bに加えられ得る。上部覆い部60aは、裏打ち層32
に下向きの圧力を加える力86の下で変形可能であり得る。それによって保持されている第
一の導電性媒体42aは、第一の導電性媒体42a、治療用化合物46又はその両方の材料特性に
より、第一の電極22に粘着し得る。あるいは、第一の導電性媒体42a及び／又は第一の電
極22は、第一の導電性媒体42aを第一の電極22に粘着させるための粘着剤、例えば電気的
に導電性の粘着剤若しくは電気的に非導電性の粘着剤の層を有し得る。同様に、第二の導
電性媒体44aは、第二の電極24との粘着を引き起こす材料特性を有し得るか、又は粘着剤
、例えば電気的に導電性の粘着剤若しくは電気的に非導電性の粘着剤が、第二の導電性媒
体44aを第二の電極24に張り付け得る。第一の導電性媒体を第一の電極に、及び／又は第
二の導電性媒体を第二の電極に粘着させるのに用いられ得る粘着剤の例として、媒体を電
極に張り付けるのを補助する材料を利用するトランスファーリング（transfer ring）が
挙げられる。幾つかの実施形態では、利用される一以上の粘着剤は、圧力感受性の粘着剤
である。第一の電極への第一の導電性媒体の粘着及び／又は第二の電極への第二の導電性
媒体の粘着は、前記のような上部覆いの変形可能性により生じ得る。
【００４９】
　さらに、又は代わりに、リザーバー及び電極は接触によって電気的に接続され得、この
接触は、それらの物理的な近接をもたらし及び／又は維持する装置の構造によって、影響
を与えられ及び／又は維持され得る。第一の導電性媒体42aが第一の電極22と粘着あるい
は接続し、かつ第二の導電性媒体44aが第二の電極24と粘着あるいは接続した後に、第一
の電極22、第二の電極24、電流制御器26、第一の導電性媒体42a、第二の導電性媒体44a、
及び任意に少なくとも一つの電池28、電極支持層29、回路27、及び裏打ち層32、自己充足
型のイオントフォレーシス薬剤送達パッチ90は活性化され、利用者による、例えばボタン
を押すことによる電流制御器の適用及び作動のための準備ができる。電極及びリザーバー
は、適用及び使用の間、裏打ち層32及び受容層34によって部分的に保護され安定化される
。
【００５０】
　下部覆い部60bは、図5Eで図示されるように、矢印88によって示すようにはがされ得、
自己充足型のイオントフォレーシス薬剤送達パッチ90にアクセスできる。自己充足型のイ
オントフォレーシス薬剤送達パッチ90は、上部覆い部60aから取り外され、被験者100に貼
付され得る。任意に、イオントフォレーシス薬剤送達パッチ90は最初に上部覆い部60aか
ら取り外され、その後下部覆い部60bからはがされ得る。
【００５１】
　自己充足型のイオントフォレーシス薬剤送達パッチ90は、被験者の皮膚100に貼付され
る。図示した実施形態の側面に従って、裏打ち層32は、該層32の被験者の皮膚への粘着、
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及び自己充足型のイオントフォレーシス薬剤送達パッチ90の所定の場所への固定を可能と
する粘着性表面92を有し得る。自己充足型のイオントフォレーシス薬剤送達パッチ90は、
電流制御器26を電気的に作動させるボタン94もまた含み得る。自己充足型のイオントフォ
レーシス薬剤送達パッチ90が固定された後、利用者は矢印87で示すように該ボタンを押す
ことによって、電流制御器を電気的に作動させ得る。あるいは、電流制御器26は、他の機
械的手段によって電気的に作動させられ得る。幾つかの実施形態では、電流制御器26は、
被験者との電気的接触によって活性になり得る。自己充足型のイオントフォレーシス薬剤
送達パッチ90が被験者100に粘着され、作動された後に、電流制御器26は第一の電極22及
び第二の電極24に電力を供給し、治療用化合物46及び任意に第二の治療用化合物48を被験
者に送り、一方又は両方の治療有効量を送達する。
【００５２】
　第一の電極22の極性は、治療用化合物46の荷電により決定される。もし治療用化合物46
が正に荷電していれば、第一の電極22は第二の電極24に対して正の電流で保持され得、そ
れにより正に荷電した治療用化合物46を第一の電極22から第一の導電性媒体42aの外へ、
かつ被験者100に対して送る。もし治療用化合物46が負に荷電していれば、第一の電極22
は第二の電極24に対して負の電流で保持され得、それにより負に荷電した治療用化合物46
を、第一の電極22から被験者100に対して送る。
【００５３】
　第二の導電性リザーバー44は、第二の導電性媒体44aを介して電流が第二の電極24に戻
ることを可能とする。第二の導電性リザーバー44はまた、第一の導電性リザーバー42中の
治療用化合物46と反対の電荷を有する第二の治療用化合物48を保持し得、それにより正の
電荷を有する治療用化合物及び負の電荷を有する治療用化合物の同時送達を可能とする。
【００５４】
　別の側面において、本発明は、被験者へ治療剤を送達するために本明細書で記載する薬
剤送達システムのいずれかを用いる、治療用化合物、例えばスマトリプタンコハク酸塩の
送達方法を提供する。一実施形態では、該方法は一般に、活性化された装置の被験者への
適用を含む。
【００５５】
　装置は、被験者のあらゆる適切な表面に対して適用され得る。幾つかの実施形態では、
装置は上腕、脚（例えば大腿）、又は背中（例えば背中の上部）に適用される。幾つかの
実施形態では、装置は所定の時間、例えば約1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、又はそれ
以上の時間装着される。例えば、一実施形態では、装置はスマトリプタンコハク酸塩を含
み、約4又は約5時間、上腕又は背中に適用される。
【００５６】
　当業者は前記実施形態に基づいて本発明のさらなる特徴及び利点を理解するだろう。し
たがって、本発明は添付の特許請求の範囲によって示されるものを除いて、具体的に示し
記載したものによって限定されるものではない。
【００５７】
等価物
　代表的な実施形態を参照して、本発明のシステム、装置、及び方法を具体的に示し、記
載したが、当業者は本発明の思想及び範囲を離れない限り、本明細書の形態及び詳細に様
々な変更がなされ得る事を理解するだろう。当業者は、本明細書で記載された特定の手順
に対する多数の等価物を認識し、又は通常なされる実験手法のみを用いて確認することが
できるだろう。そのような等価物は本発明の範囲内に属すると考えられ、以下の特許請求
の範囲に含まれる。本出願において引用される全ての文献、特許、及び特許出願の内容を
参照により本明細書に組み込む。それらの特許、出願、及び他の文書の適切なシステム、
装置、構成要素、プロセス、及び方法は、本発明及びその実施形態の為に選択され得る。
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